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研究成果の概要（和文）：日本の蚊のチクングニアウイルス感受性とリスク評価、およびRT-LAMP法の導入を検討した
。ヒトスジシマカ、ヤマダシマカ、リバーズシマカの3種は本ウイルスに対して媒介能を持つことが明らかとなった。
また、RT-LAMP法はRT-PCR法よりも迅速な病原体検出法として優れていた。ヒトスジシマカは、病原体伝播のリスクが
最も高い蚊と評価された。一連の成果は、二次患者の阻止に有用な知見である。

研究成果の概要（英文）：The susceptibility and risk evaluation of Japanese mosquitoes to chikungunya virus
, and introduction of RT-LAMP method were evaluated in experimental conditions. It was revealed that the t
hree mosquito species, Aedes albopictus, Ae. flavopictus, and Aedes riversi had transmission ability for t
he virus. In addition, the RT-LAMP method was superior to the RT-PCR method as the quick pathogen detectio
n system. Aedes albopictus was estimated as the mosquito, which was the highest in a risk of the pathogen 
spread in Japan. Pathogen detection system including these results may contribute to prevent from an outbr
eak of the secondary-infected patients.
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１．研究開始当初の背景	 

	 

(1)	 蚊媒介性ウイルス疾患であるチクング

ニア熱によって多数の死者がレユニオン島

で発生後、東南アジア諸国に拡大している。	 

	 

(2)	 我が国における移入患者は 2006 年に報

告された。本症に対するワクチンが無い。国

内における二次患者発生を阻止する唯一の

方法は、効果的な媒介蚊対策である。我が国

に生息するヒトスジシマカおよび近縁蚊種

のウイルス感受性は解明されていない。	 

	 

２．研究の目的	 

	 

(1)	 ヒトスジシマカを含む近縁蚊のチクン

グニアウイルス感受性を明らかにして、国

内における媒介蚊の生息環境を加味してリ

スク評価を行う。	 

	 

(2)	 国内でのチクングニア熱患者勃発を想

定して、迅速なウイルスゲノム検出法の改良

を含む分子疫学的システムを構築する。	 

	 

３．研究の方法	 

	 

(1)	 レユニオン島由来の新規チクングニア

ウイルスに対する日本産のヒトスシジマカ、

ヤマダシマカ、リバーズシマカの感受性を調

べるために、BSL3 施設内で経口感染実験を

行った。	 

	 

(2)	 ウイルスゲノムの早期検出と迅速な診

断を確立するために RT-LAMP 法を検討した。	 

	 

４．研究成果	 

	 

(1)	 チクングニアウイルスを経口感染後、14

日間飼育した日本産ヒトスジシマカ、ヤマダ

シマカ、リバーズシマカ体内から、ウイルス

ゲノムを検出した。また、蚊の脚部からも同

様な結果を得たことから、3 種蚊は、本ウイ

ルスに対して感受性があり、媒介能を有する

ことが示唆された。	 

	 

(2)	 RT-PCR法よりも迅速なゲノム診断法とし

て、RT-LAMP 法を検討した結果、63℃で 45 分

の反応で陽性蚊を検出できた。さらに、電気

のない場所であっても、未精製の蚊乳剤から

も陽性蚊を検出する事の出来る一連のシス

テムを構築できた。	 
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